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小中学生を対象にした出前授業や各種理科教室では，液体窒素と酸化物超伝導体を用いた磁気浮上実験が人気を集めている。

しかしながらこの実験に使用する超伝導体は1	
 個数万円と高価で，かつ試料が空気中の水分と反応し分解してしまうという

問題点があった。本研究では，フィッシング（吊り下げ）力188g	
 重（1.8N）を有する，直径約36	
 ｍｍφ，重量50g	
 の防水

対策を施した溶融体型酸化物超伝導体を合成した。またこの溶融体と残留磁束密度0.4T	
 の鉄－ネオジム－ホウ素磁石と組み合

わせることで，地球儀バルーンのフィッシング実験に成功した。本論文では，その詳細について報告する。	
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 ビー玉配列面は，球形レンズを周期的に配列し，昆虫の複眼構造モデルとして活用できるが，更に，大型のもの，小型の

もののモデルを加え，より理解を深める学習教材を開発した。特に，大型ガラス球を用いて作製した複眼体験台やモアレビ

ニルテーブルクロスを利用した微小レンズ集合面によるイメージ作りは，科学の祭典などで活用して，効果があった。更に，

昆虫の複眼に特徴的な偽瞳孔と呼ばれる現象や複眼の模様について，モデルを活用して理解を深める方法を開発したので紹

介する。	
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 A	
 New	
 Model	
 Car	
 Installed	
 Dye	
 Sensitized	
 Solar	
 Cells	
 as	
 a	
 Teaching	
 Material	
 for	
 Experiments	
 

川村	
 康文・原	
 尚志・兒玉	
 明典・曽根	
 均・柏倉	
 達也・紫藤	
 寛司	
 

KAWAMURA	
 Yasufumi	
 et	
 al	
 

これまで，色素増感太陽電池を用いた模型自動車の走行の実験に関して，当初は，太陽電池は車体に搭載型にはできず，太

陽電池から車上のモーターへ導線で電力を送電するタイプのものであった。その後，色素増感太陽電池搭載型へと発展させ

た。搭載直後は，色素増感太陽電池の面積が広く実験材料費が高額であった。また，高校生などが実際に動かすには，困難

な点も多かった。その後，模型自動車の車体の軽量化などの改良を行い，学校教育現場で広く活用できる理科実験教材とし

ての模型自動車が完成し，これを用いて授業実践を行ったので報告する。	
 
	
 	
 眼球模型による屈折矯正レンズの実験とシミュレーション	
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 視機能療法学科の物理学において，学生の学習意欲を高めるために，簡単な眼球模型と屈折矯正レンズの実験を開発した。

光軸上の直径約10cm	
 のガラス製模型に水を入れると，実際の眼球の約4	
 倍の大きさの眼球模型になる。近視眼，遠視眼にお

ける結像位置や屈折矯正レンズのはたらきを直接観察できる。理論を学習した後では，定量的に理論と実験を比較すること

ができた。また眼球模型の実験に対応するシミュレーションソフトを作成し，最適の矯正レンズ（めがね）の予測や計算値

を確かめるために利用した。	
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豊田高専では過去30	
 数年間にわたって，全学生に対して物理・応用物理実験の授業を行っている。これまで，実験授業の問

題点把握と改善を目的に，過去2	
 回のアンケート調査を実施した。今回，2006	
 年度後期と2007年度前期に新たにアンケート

調査を実施し，過去の調査結果と比較した。その結果，2006	
 年度から実施したレポート作成指導に関する新たな取り組みに

よって，実験を終えた後の達成感が向上したことが分かった。一方，この取り組みが予習などの自発的行動に繋がっていな

いことが明らかになった。	
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オーストリアの5	
 年制職業教育中等学校における物理カリキュラムの現状を，いわば学校教育法，学習指導要領，教科書目

録などから，明らかにした。同じく後期中等教育段階に属する普通教育中等学校の上級段階の物理に比べたが，ほとんどで

週授業時間数が少なく，その目標・内容・内容の取扱いにおいて関連性を見いだせず，独自性を有しているといえる。現に，

職業教育中等学校において，普通教育中等学校の上級段階の物理教科書を流用できるようになってはいない。	
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 筆者が初任者として赴任した学校はSSH	
 の指定を受けていた学校であり，その頃の器具やノウハウを活用して，課題研究
に取り組んでいた。初任者でありながら課題研究を担当できたことは有意義ではあったものの，当時はまともに形になるの

かどうか気が気ではなかった。本稿では筆者が知識も経験もないところから，手探りで取り組んだ課題研究の内容と，困っ

た点などを記した。今になってみると，まず教員が課題研究を楽しめる環境であることが重要だったと感じられる。そのた

め，本稿が「課題研究を楽しむヒント」の一つとなれば幸いである。	
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新潟県立長岡高等学校では理数科の生徒を対象として理数科事業を行っている。SSH で得た資産を活かした理数科特別実験
や課題研究，大学と連携しての科学講演会や実験講座，病院と連携しての医療講演会や病院見学，東京方面への夏季研修旅
行などを通して将来の研究者や医療従事者を育成することを目的としている。理数科事業の一環として，理数科サイエンス
コースでは生徒課題研究を実施している。自らテーマを設定し研究に取り組み，発表会を行いさらに論文にまとめる。生徒
のアンケートによると9 割越をえる生徒が課題研究を終えて達成感を得ている。 
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